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ひとのうごき
町の人口（平成 23 年 6 月末現在）
人　口　5,496 人
　　　（男 2,679 人・女 2,817 人）
世帯数　2,423 世帯
（平成 23 年 5 月～ 6月移動分）
●出生 　11 人　●死亡　 9 人
●転入　 34 人　●転出  33 人

平成 23年度　まちづくり懇談会
与論町職員・特別職の給与を公表します。

まちの話題（新一年生図書館へ招待  ほか）
ゆんぬお魚市場がオープン！
島の元気な笑顔
くらしの情報（平成 23年度職員採用試験のお知らせ ほか）
島のムヌガッタイ（第 45回県立与論高等学校体育祭）

Contents
３小宿泊学習・サンドクラフト大会

３小学校の５年生が集まり開催された宿泊学
習。大金久キャンプ場でテントを張って、自
分たちで食事を作ったりクラフトをしたり、
普段体験できない３日間を過ごしました。
２日目のサンドクラフト大会では、真夏の照
りつける太陽の下、班ごとに一生懸命に作品
づくりに取り組みました。

与論島の美しい砂浜で作ろう !

僕たち・私たちの芸術作品 !!

３小宿泊学習・サンドクラフト大会



広報よろん　VOL.28403 広報よろん　VOL.284 02

沢
山
あ
る
た
め
池
は
、

畜
産
の
し
尿
な
ど
に
よ

り
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
今
使

え
る
た
め
池
は
い
く
つ
あ
る

の
か
。
ま
た
、畜
舎
の
排
水
は
、

ど
こ
へ
流
れ
て
い
る
の
か
把

握
し
て
い
る
の
か
。
側
溝
な

ど
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
が

見
受
け
ら
れ
る
。

産
業
振
興
課
長
か
ら―

　

牛
舎
の
し
尿
処
理
が
１
０

０
％
守
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
家
庭
排
水
が
流
入
し
て
い

る
所
も
あ
り
ま
す
。
流
出
経
路

に
つ
い
て
は
、
調
査
を
し
、
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

茶
花
地
区
に
は
子
供
達

の
た
め
の
公
園
が
な
い
。

町
長
か
ら―

　

現
在
、
町
立
図
書
館
西
側
に
、

遊
具
は
あ
り
ま
せ
ん
が
公
園
が

あ
り
ま
す
。
今
後
場
所
を
検
討

し
、
国
・
県
等
と
協
議
し
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平成 23年度 まちづくり懇談会

共に創ろう未来への架け橋
～元気・チャレンジ・感動～

　町民のみなさまからの町政に対する意見や要望を伺う、

「まちづくり懇談会が６月８日から３日間、各校区にて開

催されました。

　まちづくり懇談会では、　町長による町政の概要につい

ての説明、教育長による町教育行政の概要についての説明

の後、参加者との意見交換が行われました。

　今回の特集では、まちづくり懇談会での意見交換から、

主なものをご紹介します。

防
災
セ
ン
タ
ー
の
新
築

目
的
を
教
え
て
下
さ
い
。

町
長
か
ら―

　

県
に
よ
る
、
特
定
交
通
安

全
施
設
等
整
備
事
業
（
役
場

前
の
交
差
点
改
良
）
に
伴
い

撤
去
さ
れ
る
、
現
防
災
セ
ン

タ
ー
の
代
替
施
設
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
、

防
災
セ
ン
タ
ー
は
防
災

目
的
の
た
め
に
も
、
砂
美
地

来
館
な
ど
の
高
台
へ
持
っ
て

行
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な

で
し
ょ
う
か
？

町
長
か
ら―

　

現
在
防
災
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
防
災
機
能
を
、
砂
美
地
来

館
に
移
設
し
て
津
波
な
ど
の

災
害
時
に
指
令
を
出
せ
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
前
に
は
、

役
場
に
隣
接
し
た
場
所
に
、

防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
を
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本

大
震
災
が
起
き
た
こ
と
を
受

け
て
、
今
後
、
建
設
場
所
に

つ
い
て
検
討
会
を
設
置
し
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

畑
灌
水
の
使
用
料
は
、

笠
利
町
な
ど
で
は
無
料

な
の
に
、
本
町
で
は
よ
ほ
ど

の
干
ば
つ
が
な
い
限
り
無
料

開
放
を
し
な
い
。
離
島
間
で

も
格
差
を
感
じ
る
。

町
長
か
ら―

　

笠
利
町
で
は
、
自
然
流
下

に
よ
り
配
水
さ
れ
る
こ
と
か

ら
動
力
に
関
す
る
経
費
が
節

減
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
本
町
に
お
い
て
は
利
用

料
は
施
設
の
維
持
管
理
費
に

充
て
ら
れ
て
お
り
、
新
設
の
費

用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

産
業
振
興
課
長
か
ら―

　

畑
灌
の
運
用
は
、
水
管
理

組
合
が
行
っ
て
い
て
、
利
用

料
も
そ
こ
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

税
金
の
不
納
欠
損
と

い
う
の
は
何
で
す
か
？

税
務
対
策
監
兼

収
納
対
策
室
長
か
ら―

　

納
税
者
が
死
亡
し
、
相
続

人
も
い
な
い
場
合
や
、
時
効

が
成
立
し
た
時
に
、
会
計
上

損
失
と
し
て
処
理
を
す
る
手

続
き
の
事
を
い
い
ま
す
。

質
問

意
見

質
問

意
見

質
問

意
見

質
問

意
見

那 

間 

校 

区
○ 

日  

時　

６
月
８
日
（
水
）

○ 

会  

場　

那
間
自
治
公
民
館

町
水
道
に
つ
い
て
で
す

が
、
最
近
、
水
道
水
の

石
灰
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

水
道
課
長
か
ら―

　

施
設
が
出
来
て
10
年
に
な

り
ま
す
が
、
膜
の
取
り
換
え

回
数
を
増
や
し
ま
し
た
。
ま

た
、
３
ヶ
所
の
配
布
地
の
清

掃
を
、
６
年
ぶ
り
に
行
い
ま

し
た
。

　

国
の
水
質
基
準
で
は
、
硬

度
（
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ

ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど

の
量
を
こ
れ
に
相
当
す
る
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
に
換
算
し
て

数
値
で
表
し
た
も
の
。
）
３
０

０

m
g
/
L

以
下
で
す
が
、
与
論

町
の
水
道
水
の
硬
度
は
１
５

０
～
１
７
０

m
g
/
L

で
、
水
質

的
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
と
は
な
ん
で
す
か
？

町
長
か
ら―

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を

整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
新

築
の
場
所
も
再
度
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
災
害
時
、
総
指

令
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
無

線
に
関
す
る
設
備
を
砂
美
地

来
館
へ
移
動
す
る
計
画
で
す
。

活
性
化
し
て
い
る
町
に

は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

が
多
い
。

　

与
論
も
外
部
か
ら
専
門
知

識
の
あ
る
方
々
を
入
れ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
計
画
は

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

質
問

意
見 与

論 

校 

区

○ 

日  

時　

６
月
９
日
（
木
）

○ 

会  

場　

東
区
自
治
公
民
館

質
問

意
見

質
問

意
見

外
部
の
文
化
を
取
り
入

れ
る
よ
り
も
、
与
論
の

文
化
を
外
部
へ
発
信
す
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
。
島

の
子
ど
も
達
す
べ
て
を
百

合
ヶ
浜
に
つ
れ
て
い
く
と
か
。

子
ど
も
達
に
、
も
っ
と
島
の

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
長
か
ら―

　

現
在
も
大
金
久
で
の
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
中

高
一
貫
教
育
の
中
で
、
「
ゆ
ん

ぬ
学
」
を
行
い
、
島
の
様
々

な
歴
史
文
化
を
学
ん
で
、
与

論
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

質
問

意
見 茶

花 

校 

区

○ 

日  

時　

６
月
10
日
（
金
）

○ 

会  

場　

茶
花
自
治
公
民
館

税
の
徴
収
を
、
な
ぜ
県

に
ま
で
お
願
い
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、

取
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
る
の

で
は
な
く
、
確
実
に
進
め
て

ほ
し
い
。

町
長
か
ら―

　

人
事
交
流
の
一
環
で
は
あ

り
ま
す
が
、
県
下
で
町
税
の

徴
収
率
が
最
下
位
の
本
町
に

お
い
て
、
差
し
押
さ
え
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
指
導
し

て
い
た
だ
き
、
税
金
の
徴
収

率
の
改
善
を
図
る
た
め
で
す
。

　

質
問

意
見

質
問

意
見

特集

特集　平成 23年度 まちづくり懇談会

町
長
か
ら―

　

奄
美
観
光
連
盟
を
中
心
に
、

観
光
と
物
産
の
一
元
化
に
よ

る
計
画
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー

を
置
い
て
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

質
問

意
見

　

ま
た
、
与
論
観
光
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
計
画
を
も
と
に
、
与

論
独
自
の
計
画
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
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与論町の給与や人事行政の状況などを、町民
の皆さんに広く知っていただくため、その実
態をお知らせします。

与論町職員･特別職の
給与を公表します。

特集　与論町職員・特別職の給与を公表します。

１ 人件費・職員給与費の状況

※職員手当には退職手当を含まない。
※職員数は、平成 21 年４月１日の人数である。

↑与論町役場職員の
平均 1人当たり給与。

↑歳出額に対する、
人件費の割合のこと。

40 億 6,390 万円

8億 3,216 万円

20.5％
歳 出 額

Ｂ人 件 費

人件費率

Ａ
Ｂ/Ａ

5億 1,655 万円

3億 5,599 万円

3,478 万円

1億 2,578 万円

532 万円
97 人

Ｂ給料費計

期末勤勉手当

職員手当
給 料

Ａ職 員 数 1 人当たり
給料費  Ｂ/Ａ

区 分
与 論 町 国

平 均 給 料
月 額

平 均
年 齢

平 均 給 料
月 額

平 均
年 齢

一般行政職 31 万 937 円 47.4 歳 32 万 5,579 円 41.9 歳

税 務 職 33 万 2,510 円 50.4 歳 37 万 5,438 円 42.7 歳

看護・保健職 30 万 2,057 円 45.5 歳 31 万 8,285 円 45.5 歳

福 祉 職 32 万 4,642 円 48.8 歳 32 万 702 円 40.2 歳

１平均給料月額と平均年齢

職員の給料月額と特別職の報酬などの状況

（平成 22 年 4月 1日現在）

区 分 与 論 町 国

一般行政職
大 学 卒 17 万 2,200 円 17 万 2,200 円

高 校 卒 14 万 100 円 14 万 100 円

２ 職員の初任給の状況

区 分
　 経 験 年 数 　

１０年以上
１５年未満

１５年以上
２０年未満

２０年以上
２５年未満

一 般

行政職

大学卒 23万 5,400 円 26万 3,900 円 28万 6,300 円

高校卒 - - 25 万 2,200 円

３ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 月 額 期 末 手 当

給 料
町 長 64 万円 3.1 ヶ月分

教育長 49 万円 3.1 ヶ月分

報 酬

議 長 29 万 7,000 円

3.1 ヶ月分副議長 24 万 5,000 円

議 員 22 万 3,000 円

４ 特別職の報酬などの状況

区 分

町 長

算 出 方 式 64万円× 500/100 ×在職年数

１期の手当額 1,280 万円

支 給 時 期 任期ごとに支払う

教 育 長

算 出 方 式 49万円× 250/100 ×在職年数

１期の手当額 490 万円

支 給 時 期 任期ごとに支払う

５ 特別職の退職手当等の状況

※退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額
及び支給率に基づき、１期４年（４８月）勤めた場合におけ
る見込み額である。

区 分 　平成 17 年度　 　平成 22 年度　

与 論 町 82.5 83.3

全国市町村平均 93.7 95.1

（各年 4月 1日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とし
た場合の地方公務員の給与水準を表す指数である。

区 分 　 与 論 町　 国

期 末 手 当 2.70 ヶ月分 2.75 ヶ月分

勤 勉 手 当 1.45 ヶ月分 1.40 ヶ月分

加 算 措 置
の 状 況

職制上の段階、
職務の級などに
よる加算措置
役職加算 5 ～ 15％

職制上の段階、
職務の級などに
よる加算措置
役職加算  5 ～ 20％
管理職加算 10～ 25％

１ 期末・勤勉手当 （平成 21 年度）

職員手当の状況

区 分
与 論 町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 ヶ月 32.76 ヶ月 23.50 ヶ月 30.55 ヶ月

勤続 25 年 33.50 ヶ月 41.34 ヶ月 33.50 ヶ月 41.34 ヶ月

勤続 35 年 47.50 ヶ月 59.28 ヶ月 47.50 ヶ月 59.28 ヶ月

最高限度額 59.28 ヶ月 59.28 ヶ月 59.28 ヶ月 59.28 ヶ月

その他の
加算措置 退職時特別昇給 制度なし 定年前早期退職特別措置　2～ 20％加算

平均支給額 2,144 万円 -

２ 退職手当 （平成 22 年４月１日現在）

※退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した職
員に支給された平均値である。
※職員が退職した場合、勤続年数や退職時の給料月額に応じ
て支給されます。県内の市町村で「市町村総合事務組合」を
組織しているので、支給率はどこも同じです。

区 分 支 給 実 績 平 均 支 給 年 額

平成 21 年度 423 万円 3万 9,000 円／人

平成 20 年度 486 万円 4万 3,000 円／人

３ 時間外勤務手当

　 区 分 　 支 給 月 額 国

扶養手当

配偶者 1万 3,000 円 同

配偶者以外の扶養親族
1人につき 6,500 円 同

配偶者のいない職員の
扶養親族のうち一人 1万 1,000 円 同

扶養親族のうち 16 歳
に達する年度初めから
22 歳に達する年度末ま
での子 1人につき

5,000 円加算 同

住 居 手 当
借家
（家賃月額1万2,000円）
を越える場合に限る

家賃の額に応じ
2万 7,000 円
を限度に支給

同

通 勤 手 当 交通用具使用者
片道 2km以上
に対して支給
（2,000 円
　～ 4,100円）

同

４ その他の手当 （平成 22 年 4月 1日現在）

区 分 標準的な職務内容 職 員 数 構 成 比

１級 主事・主事補 10 人 12.2％

２級 主事 4人 4.9％

３級 主幹・係長・主査 36 人 43.9％

４級 課長補佐・所長 23 人 28.0％

５級 課長・局長 8人 9.8％

６級 課長 1人 1.2％

１  一般行政職の級別職員数の状況（平成22年 4月 1日現在）

職員数の状況

※与論町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で
ある。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表
的な職務である。

職 員 数 対 前 年
増 減 数H 2 1 H 2 2

門
部
計
会
通
普

門
部
政
行
般
一

議 会 2 2 0

総 務 14 14 0

税 務 5 5 0

民 生 16 18 2

衛 生 11 10 -1

農林水産 16 16 0

商 工 6 6 0

土 木 9 9 0

小 計 79 80 1

教育部門 19 17 -2

小　　計 98 97 -1

門
部
計
会
ど
な
業
企
営
公

水　　道 2 2 0

下  水  道 1 1 0

国　　保 2 2 0

介護保険 2 2 0

そ  の  他 2 2 0

小　　計 9 9 0

合計 107 [125] 106 [125] -1

２ 部門別職員数の状況
（各年 4月 1日現在）

※職員数は一般職に属する職員数である。教育長を含む。
　[　] 内は、条例定数の合計である。

人件費・職員給与費の状況
( 平成 21 年度普通会計決算）

２ ラスパイレス指数の状況

（平成 22 年 4月 1日現在）

（平成 22 年 4月 1日現在）

（平成 22 年 4月 1日現在）

（平成 22 年 4月 1日現在）
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まちの話題

　

平
成
22
年

度
地
域
ぐ
る

み
防
疫
・
衛

生
意
識
高
揚

対

策

事

業

（
平

成
22

年

度
資
源
循
環

化
施
設
整
備

事
業
）
に
よ

り
、
堆
肥
セ

ン
タ
ー
横
に
、
ゆ
ん
ぬ
敷
料
化
ラ
ブ
セ
ン

タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ゆ
ん
ぬ
敷
料
化
ラ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

街
路
樹
や
家
庭
の
庭
木
を
伐
採
し
た
後
の

樹
木
、
遊
休
農
地
を
開
墾
し
た
後
の
か
ん

木
な
ど
を
、
敷
料
製
造
機
器
に
よ
っ
て
破

砕
、
細
か
く
揉
摺
り
し
、
牛
舎
の
敷
料
な

ど
に
加
工
し
ま
す
。
こ
れ
を
利
用
す
る
こ

と
で
牛
舎
の
環
境
整
備
を
図
り
、
資
源
循

環
型
農
業
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

資
材
の
持
ち
込
み
、
敷
料
の
販
売
な
ど

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
産
業
振

興
課
（
電
話

:

０
９
９
７

-

９
７

-

３
１
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

林　

壽
雄
さ
ん
に
旭
日
双
光
章

６
月
27
日　

役
場
に
て
伝
達
式

　

元
与
論
町
議
会
議
長

の
林
壽
雄
さ
ん
に
、
旭

日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
、

６
月
27
日
、
南
町
長
か

ら
叙
勲
の
伝
達
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、
昭
和
51

年
９
月
、
与
論
町
議
会

議
員
に
当
選
し
て
以
来
、
永
年
に
渡
り
在
職
。
そ
の
間
、
大
島
郡
町

村
議
会
議
長
会
会
長
、
鹿
児
島
県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
な
ど
数
々

の
職
務
を
歴
任
し
、
島
を
越
え
て
広
く
地
域
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
図
書
館
へ
行
こ
う
！

３
小
新
一
年
生
図
書
館
へ
招
待　

６
月
10
日　

町
立
図
書
館
に
て

　

今
年
、
新
一
年
生
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
図
書
館
へ
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
職
員
か
ら
図
書

館
の
利
用
の
仕
方
を
丁
寧
に
教
え
て

も
ら
っ
た
り
、
影
絵
シ
ア
タ
ー
や
読

み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
館
長
さ
ん
に
案
内
さ
れ
、

普
段
は
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
書
庫

や
本
を
運
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
見
せ

て
も
ら
う
と
、
思
わ
ず
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

新しい貸し出しカードで本を借りました。

県
境
を
越
え
た
交
流
を
目
指
し
て

奄
美
・
や
ん
ば
る
広
域
圏
交
流
推
進
協
議
会
総
会

６
月
30
日　

中
央
公
民
館
に
て
開
催

　

奄
美
・
や
ん
ば
る
広
域
圏
交
流
推
進

協
議
会
の
平
成
23
年
度
総
会
が
与
論
町

で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
広
域
交
流
促

進
事
業
と
し
て
、ヨ
ロ
ン
・
お
き
な
わ
（
や

ん
ば
る
）
音
楽
交
流
祭
な
ど
の
事
業
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
後
、
前
東

京
奄
美
会
会
長
佐
藤
持
久
氏
が
「
日
本

に
元
気
を
送
れ　

あ
ま
み
・
や
ん
ば
る
」

と
い
う
演
題
で
講
演
し
ま
し
た
。

未
利
用
資
源
を
有
効
活
用

ゆ
ん
ぬ
敷
料
化
ラ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

７
月
19
日
落
成
式
・
祝
賀
会
開
催

■団体競技優勝　卓球（女子）／柔道（女子）　■個人競技優勝 [ 水泳 ] 成年女子 50Ｍ背泳ぎ　眞田
量美さん／ 30 歳以上女子 50Ｍ背泳ぎ　　遠矢かおりさん／ 40 歳以上女子自由形　仁禮裕美さん／
50歳以上男子自由形　河野秀光さん　[相撲一般２部 ]内野幸太郎さん　[柔道（女子）]50kg 未　渡
邊津由美さん／61kg未　村田麗華さん／無差別　山本登紀子さん　[弓道 ]町　博美さん

団
体
競
技 

卓
球
女
子
・
柔
道
女
子
が
優
勝

第
65
回
県
民
体
育
大
会　
　
　
　
　
　
　

第
52
回
大
島
地
区
大
会
開
催

　

７
月
８
日
か
ら
10
日

　

第
65
回
県
民
体
育
大
会
・
第
52
回

大
島
地
区
大
会
が
、
７
月
８
日
か
ら

10
日
ま
で
、
大
島
郡
内
12
市
町
村
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
18
競
技
に
選
手
が
出

場
。
健
闘
の
結
果
、
団
体
競
技
２
種

目
で
優
勝
、
ま
た
個
人
競
技
９
種
目

で
優
勝
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援
し
て
い
た

だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

柔道（女子）では、団体・個人ともに
素晴らしい成績を収めました。

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
＆
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ

６
月
18
日

　

サ
ン
ゴ
礁
再
生
の
取
り
組
み
と
し

て
毎
年
２
回
実
施
さ
れ
て
い
る
、
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
。
今
回
は
、
島
内
外
か

ら
16
名
の
ダ
イ
バ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。
サ
ン
ゴ
の
状
態
は
劇
的
に
良
く

な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
サ
ン
ゴ
再
生

へ
の
第
一
歩
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
併
せ
て
、
有
志
に
よ
る
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

島のサンゴ礁の調査が行われました。

協議会は、古くから歴史的・地理的につな
がりの深い奄美群島と沖縄北部市町村の交
流を目的としています。

本
場
の
オ
ペ
ラ
公
演
に
魅
了

ス
ロ
バ
キ
ア
国
立
オ
ペ
ラ
与
論
島
で
公
演

７
月
13
日
砂
美
地
来
館
に
て

　

イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン　

ア
マ
ン
を

経
営
す
る

長
崎
歳
さ

ん
と
、「
ス

ロ
バ
キ
ア

オ
ペ
ラ
計

画
」
代
表
の
長
谷
川
洋
行
さ
ん
の
ご
縁
で
、

離
島
初
と
な
る
ス
ロ
バ
キ
ア
国
立
オ
ペ
ラ

公
演
が
、
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
与
論
公
演
は
、
オ
ペ
ラ
「
ラ　

ボ
エ
ー
ム
」
と
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
と
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
か
ら
の
歌
」
の
２
部
構
成
。
ひ
と

た
び
舞
台
が
始
ま
る
と
、
観
客
ら
は
鍛
え

抜
か
れ
た
歌
唱
力
と
、
美
し
い
表
現
力
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
出
演
者
た
ち
に
よ
り
数
々

の
歌
が
披
露
さ
れ
、
客
席
か
ら
は
自
然
に

拍
手
と
歓
声
が
湧
き
起
こ
り
、
オ
ペ
ラ
公

演
は
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

落成式・完成祝賀会が開催されました。
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平
成
23
年
３
月
に
開
か
れ
た
、

「
２
０
１
０
Ｂ
＆
Ｇ
広
報
大
賞
」

審
査
委
員
会
に
て
、
与
論
町
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
、
み
ご
と
広
報
大
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
広
報
大
賞
は
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
・
海
洋
ク
ラ
ブ
の
活

動
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
積

極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
し
、

活
動
内
容
や
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ラ
ン
の

普
及
に
尽
力
し
た
海
洋
セ
ン

タ
ー
・
海
洋
ク
ラ
ブ
を
表
彰
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
に
は
、
「
テ
レ
ビ

の
部
」
「
新
聞
の
部
」
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
部
」「
地
域
広
報
の
部
」

「
Ｂ
＆
Ｇ
特
派
員
の
部
」
の
５
部

門
に
２
３
４
０
件
の
応
募
が
あ

り
、
与
論
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
部

で
、
鮮
や
か
な
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ

た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
や
更
新
頻
度
の
た
か
さ

が
評
価
さ
れ
、
優
秀
賞
を
獲
得
。

　

さ
ら
に
、
５
部
門
の
中
で
最

も
優
れ
た
広
報
展
開
を
行
っ
た

と
し
て
、
「
２
０
１
０
Ｂ
＆
Ｇ
広

報
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
副
賞
の
10
万
円
は
、『
日

本
財
団
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

支
援
基
金
』
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
み

な
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

広報大賞を受賞した、　与論町Ｂ＆Ｇ
海洋センターのホームページ

与論町Ｂ＆Ｇ海洋センター
□プール　TEL：０0997-97-5023
□艇　庫　TEL：０0997-97-5033
ホームページ
　　http://www.yorontou.info/
　　　　　　hp/a0062/MyHp/Pub/

「2010 B&G 広報大賞」与論町 B&G海洋センター（ホームページの部）が受賞！！「2010 B&G 広報大賞」与論町 B&G海洋センター（ホームページの部）が受賞！！

○どんなお仕事をされているのですか？
　図書館に入れる本の選定や発注、図書館で

催される行事の企画立案・運営に携わってい

ます。

○お仕事をしてみてのやりがい、
　また、戸惑ったことはありますか？
　戸惑ってばかりの、まだ道マドゥイの多い

毎日です。

　ただ、自分が小学生の頃に好きだった本が、

今でも読み継がれていると知った時は、感慨

深いものがありました。幼いころの自分が感

じたように、今の子ども達も「あの場面がお

もしろい！」と共感してくれることに「やっ

ぱり本っていいな。」と、図書館で働くこと

の喜びを感じることができました。その本は、

「おしゃべりなたまごやき」という本です。

懐かしいな、読みたいな、という方はぜひ図

書館にお越しください。

○職場の雰囲気は、どのような感じですか？
　富士川館長が慈しんで育てている緑に囲ま

れた優しい雰囲気の中、バイタリティ溢れる、

個性豊かな先輩方から何か盗もうと、毎日勉

強の日々です。図書館は落ち着いた環境です

が、図書館員は皆明るく、ハートフルで元気

な人達ばかりです！

○町民の皆様へ。
ひと言お願いします。
　図書館では、毎週日

曜日、午前 11 時から

ボランティアの方々や

図書館員によるお話会を開いて、絵本や紙芝

居の読み聞かせや、エプロンシアターなどを

しています。

　夏休みには、与論の史跡巡りなどの図書館

講座も開催する予定です。

　また、小中高生のみなさん、夏休みの読書

感想文の課題図書が入ってきていますよ！詳

しくは、図書館だよりに掲載しますので、ご

覧ください。

　まだまだ未熟者で至らない点ばかりです

が、本が好きな子どもたちや、図書館を利用

してくださる方が、これからも少しでも増え

るように力を尽くしたいと思っています。

　「もっとこうしたら良いのでは？」「この本

が読みたい！」というご意見など、どしどし

お聞かせいただけたら幸いです。どうぞよろ

しくお願いします。

与論町立図書館勤務

福永 まゆみさん

元気な
　　　笑顔島の

今年度、与論町役場職員として採用された、
福永まゆみさんに、現在の仕事内容など、
日々のお仕事について伺いました。

　与論島の小さな情報誌「かなしゃ」（わたしのよろんノート）第

２号が発行されました。 

　今回の特集は「魂の島」。島の人々の情愛に満ちた祈りと古くか

ら伝わる弔いの儀式を、オリジナルのイラストと写真で伝えます。

　発行は、イタリア料理店「アマン」の長崎歳さんが代表を務め

る「よろんよろん」。島内では、「アマン」や「海カフェ」「与論島

ビレッジ」などで、1冊 500 円で販売されています。

■お問い合わせ先
　よろんよろん　長崎　歳
　TEL：0997-97-4422

わたしのよろんノート「かなしゃ」発行

ゆんぬお魚市場がオープン！
　

鹿
児
島
県
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
に
よ
り
、

与
論
町
漁
協
の
店
舗
を
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
利
用

し
て
、
島
で
水
揚
げ
さ
れ
た

魚
産
物
の
食
材
を
見
直
し
、

安
全
で
お
い
し
い
加
工
品
を

広
く
島
内
外
に
紹
介
・
販
売

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

「
ゆ
ん
ぬ
お
魚
市
場
」
が
６
月

１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ゆ
ん
ぬ
お
魚
市
場
の

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
！

―

若
い
人
に
来
て
も
ら
っ
て
、

魚
の
味
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
（
鬼
塚
さ
ん
）

―

新
鮮
な
魚
を
、
様
々
な
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
、
お
家
の
味
と
違
っ

た
魚
料
理
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
（
川
畑
さ
ん
）

―

観
光
客
の
方
、
与
論
の
人
の

目
に
つ
き
や
す
く
、
お
買
い
求

め
安
い
も
の
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
（
原
田
卓
也
さ

ん
）

与
論
の
お
魚
を
調
理
し
て
見

て
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し
た

か
？
手
ご
た
え
は
あ
り
そ
う

で
す
か
？

―

与
論
の
魚
は
、
淡
白
な
魚
が

多
い
の
で
す
が
、
調
理
方
法
で
、

ど
の
地
方
に
も
好
か
れ
る
も
の

に
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
（
原
田

卓
也
さ
ん
）

―

毎
日
、
新
鮮
な
魚
が
入
っ
て

く
る
様
子
は
、
都
会
っ
子
の
私

に
は
、
と
て
も
贅
沢
に
思
え
ま

す
。
島
の
人
が
、
お
魚
大
好
き

な
の
も
納
得
で
す
。（
川
畑
さ
ん
）

「
ゆ
ん
ぬ
お
魚
市
場
」

営
業
日
：
毎
週
、
火
・
木
曜

営
業
時
間
：
11
時
か
ら
17
時

※

商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所
：
漁
協
販
売
所

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

与
論
町
漁
業
協
同
組
合

TEL
０
９
９
７-

９
７-

２
２
２
１

漁
協
販
売
所
は
、
火
・
木
曜
日

以
外
の
日
も
通
常
営
業
し
て
い

ま
す
。

Ｏ
：
鬼
塚
祐
二
さ
ん

Ｔ
：
原
田
卓
也
さ
ん

Ｙ
：
原
田
安
江
さ
ん

Ｋ
：
川
畑
征
美
さ
ん

与
論
の
お
魚
を
調
理
し
て

み
て
ど
う
で
す
か
？

手
ご
た
え
は
感
じ
ら
れ
ま

す
か
？

Ｔ
：
島
の
魚
は
、
淡
白
な
魚
が

多
い
の
で
す
が
、
調
理
方
法

で
、
好
か
れ
る
も
の
に
出
来

る
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
：
毎
日
、
新
鮮
な
魚
が
入
っ

て
く
る
様
子
は
、
都
会
っ
子

の
私
に
は
、
と
て
も
贅
沢
に

思
え
ま
す
。
島
の
人
が
、
お

魚
大
好
き
な
の
も
納
得
で
す
。

あ
な
た
に
と
っ
て
の
、
島

の
お
魚
の
魅
力
を
教
え
て

下
さ
い
。

Ｙ
：
抜
群
の
鮮
度
が
魅
力
。

Ｏ
：
味
が
淡
白
で
少
し
癖
が
あ

る
の
で
、
加
工
や
風
変
り
な

料
理
が
で
き
る
こ
と
。
色
と

り
ど
り
で
、
ス
テ
キ
。

ど
ん
な
商
品
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
か
？

Ｙ
：
与
論
島
な
ら
で
は
の
特
色

を
活
か
し
た
、
今
ま
で
に
な

い
商
品
を
目
指
し
ま
す
。

Ｋ
：
観
光
の
お
客
さ
ん
が
、
気

軽
に
持
っ
て
帰
れ
る
よ
う
な

も
の
。
常
温
で
保
存
が
で
き

る
よ
う
な
も
の
や
ミ
ニ
サ
イ

ズ
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。

Ｔ
：
魚
を
燻
製
に
し
た
り
、
干

し
物
に
し
た
り
。
与
論
の
特

産
物
に
な
る
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

ゆ
ん
ぬ
お
魚
市
場
の
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
ま
す
！

Ｏ
：
若
い
人
に
来
て
も
ら
っ

て
、
魚
の
味
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

Ｋ
：
新
鮮
な
魚
を
、
様
々
な

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
用
意
し
て
い

ま
す
。
た
ま
に
は
、
お
家
の

味
と
違
っ
た
魚
料
理
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｔ
：
観
光
客
の
方
、
与
論
の
人

の
目
に
つ
き
や
す
く
、
お
買

い
求
め
や
す
い
も
の
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
４
人
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

「
ゆ

ん

ぬ

お
魚
市
場
」

で

は
、
島

で
水
揚
げ

さ
れ
た
魚

を

原

料

と

し

て
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
惣
菜
を
日
替
わ

り
で
販
売
し
ま
す
。

　

こ
の
ゆ
ん
ぬ
お
魚
市
場
に

取
り
組
む
の
は
、
調
理
ス
タ
ッ

フ
の
、
鬼
塚
祐
二
さ
ん
、
原

田
卓
也
さ
ん
、
原
田
安
江
さ

ん
の
３
人
と
、
Ｐ
Ｒ
・
販
売
担

当
の
川
畑
征
美
さ
ん
の
４
人
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
今
ま
で
の
経

験
と
長
所
を
生
か
し
、
島
の

魚
の
新
し
い
調
理
方
法
、
加

工
品
の
試
作
、
そ
し
て
島
内

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
挑
戦
し
ま
す
。

夏休みの図書館はイベント目白押し！
大人も・子ども達も、ぜひお越し下さい☆

与論町立図書館　TEL：0997-97-4910
開館日時：火～日曜日　10：00 ～ 18：30
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戸
籍
の
窓

※

婚
姻
、
出
生
、
死
亡
と
も
掲
載
承
諾
を

　

頂
い
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

５
月

６
月

　
　
　
　

か
ぐ
や

　

登
坂　

鶴　

冶　
　

匠　
　

東
区

　
　
　
　

つ
き

　

川
口　

月　

祈　
　

剛
久　

茶
花

　
　
　
　

せ
い
や

　

町
山　

惺　

也　
　

秀
作　

朝
戸

　
　
　
　

せ
り

　

行
野　

せ　

り　
　

豊
二　

茶
花

■
５
月
届
出
分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
氏
名
・
保
護
者
・
地
区
）

■
６
月
届
出
分

　
　
　
　

ま
な

　

吉
田　

愛　

菜　
　

憲
司　

西
区

　
　
　
　

り
お
ん

　

盛　
　

璃　

音　
　

政
繁　

東
区

　
　
　
　

ひ
で
よ
し

　

池
田　

栄　

慶　
　

鉱
栄　

那
間

　
　
　
　

え
い
だ
ん

　

池
畑　

永　

旦　
　

行
彦　

茶
花

　
　
　
　

ゆ
い

　

沖　
　

結　

衣　

与
史
将　

朝
戸

　
　
　
　

あ
か
り

　

髙
田　

朱　

莉　
　

有
一　

茶
花

　

渡
部　

芳　

彦　

76
歳　

茶
花

　

山
下　

チ　

ヨ　

102
歳　

那
間

　

野
口　

チ　

ヨ　

89
歳　

茶
花

　

鵜
木　

ウ　

ト　

93
歳　

東
区

　

中
山　

モ
チ
ャ　

86
歳　

城

　

佐
藤　

村　

安　

85
歳　

東
区

　

基　
　

常　

雄　

72
歳　

東
区

■
５
月
届
出
分

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
・
亨
年
・
地
区
）

【
受
験
資
格
年
齢
】

18
歳
～
31
歳
（
昭
和
55
年
４
月
２
日
～

　

平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

【
試
験
区
分
・
Ｈ
22
年
度
合
格
者
実
績
】

●
警
察
官
Ｂ
（
男
性
）　

56
人
合
格

●
警
察
官
Ｂ
（
女
性
）　

９
人
合
格

●
警
察
官
Ｂ
（
武
道
）　

１
人
合
格

【
第
１
次
試
験
】

●
試
験
日　

平
成
23
年
９
月
18
日
（
日
）

●
試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
検
査

※

武
道
区
分
は
実
技
試
験
も
あ
り
ま
す
。

●
試
験
地

　

鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
奄
美
市

【
申
込
受
付
期
間
】

 

平
成
23
年
８
月
３
日
（
水
）
～

８
月
19
日
（
金
）

【
そ
の
他
】

受
験
資
格
等
そ
の
他
の
詳
細
事
項
に
つ

い
て
は
、
鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課

採
用
係
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

電
話:

０
９
９-

２
０
６-

２
２
２
０

あ
な
た
の
正
義
感
が
鹿
児
島
を
守
る
。

警
察
官
募
集

平
成
23
年
度　

鹿
児
島
県
警
察
官
Ｂ

（
高
校
卒
業
程
度
）
採
用
試
験

　

平
成
23
年
８
月
１
日
か
ら
、
役
場
会

計
内
農
協
窓
口
で
税
金
等
の
お
支
払
が

で
き
る
時
間
帯
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
金
融
行
政
指
導
を
踏
ま
え

た
全
国
統
一
事
務
手
続
の
導
入
に
よ
る

も
の
で
す
。

●
税
金
等
の
お
支
払
い
が
で
き
る
時
間
帯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

※

午
後
５
時
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
役
場
か
ら
の
各
種
支
払
い
を

　
　
　
　

お
受
け
取
り
で
き
る
時
間
帯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

※

変
更
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
度
、
犯
罪
の
予
防
を
目

的
と
し
て
、
会
計
窓
口
に
防
犯
カ
メ
ラ

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

与
論
町
役
場
総
務
企
画
課

電
話:

０
９
９
７-

９
７-

３
１
１
１

―
 

お
知
ら
せ ―

役
場
会
計
内
農
協
窓
口
の

収
納
取
扱
時
間
が
、

変
わ
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

（
氏
名
・
地
区
）

　

小
髙　

宇　

志　
　
　
　

立
長

　

平
塚　

明
日
香　
　
　
　

茶
花

■
５
月
届
出
分

　

久
永　

信　

孝　
　
　
　

東
区

　

牧　
　

真
奈
美　
　
　
　

東
区

　

中
西　

研　

吾　
　
　
　

茶
花

　

清
水　

聡　

子　
　
　
　

茶
花

■
６
月
届
出
分

　

川
北　

英　

輝　
　
　
　

茶
花

　

竹
内　

優　

子　
　
　
　

東
区

　農業委員会委員の任期満了に伴う選挙

（７月３日）は、定数７名に対し立候補者７

名であったため全員無投票当選となりま

した。 

　農業委員会委員は、選挙による７名の委

員のほか、与論町議会・あまみ農業協同組

合・南大島農業共済組合の推薦により選

任した３名の委員（合計１０名）で構成さ

れます。農業委員会は「農業委員会等に関

する法律」に基づき市町村に設置される独

立の行政委員会で、農家の方々の代表機関

として、農地法に基づく許可等の行政事務

などを行っている組織です。

　農地の権利・利用関係の相談などにつ

いては、各地区担当の委員にご相談くださ

い。詳しくは、農業委員会までお問い合わ

せください。

農業委員会からのお知らせ　～新しい農業委員会委員が選任されました～

お問い合わせ先　農業委員会　電話：0997-97-4922

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

氏　名

永井　弘

白石　茂一

原田　新一郎

竹　　盛窪

林　　敏治

竹井　富雄

遠山　勝也

有川　米喜美

池田　直峯

西田　くみ子

備　考

公　選（会長）

公　選（会長職務代理者）

南大島農業共済組合推薦

公　選

公　選

あまみ農業協同組合推薦

公　選

公　選

公　選

与論町議会推薦

与論町では、平成２３年度職員採用試験を、以下のとおり実施します。

平成２３年度　与論町職員採用試験のお知らせ

●採用職種・人員、及び受験資格
・一般行政職（一般事務）　３名
　昭和５６年４月２日から平成６年４月１日まで

の間に生れた者で、学校教育法に基づく高等学校

卒業者（平成２４年３月卒業見込みの者を含む）

又は同等以上の学力を有する者

・管理栄養士　１名
　昭和３６年４月２日から平成２年４月１日まで

の間に生れた者で、管理栄養士の資格を有する者

（在学中の場合卒業までに資格取得予定者、ただ

し資格を取得できなかった場合は不合格とする。）

● 受付期間：８月２日（火）～９月１２日（月）
　※午前８時３０分から午後５時１５分（土・日曜日を除く）
　※郵送の場合は、９月１２日必着のこと。

● 試験日・会場：平成２３年１０月１６日（日）
　　　　　　　　 与論町中央公民館

●受験手続について
申込書は、与論町役場総務企画課で配布

します。申込書を郵便請求する場合は、

１２０円切手（速達希望の場合３９０円

切手）を貼った宛先明記の封筒（角２）

を同封して、与論町役場総務企画課まで

送付して下さい。

なお、与論町ホームページより、試験要

領及び申込書をダウンロードすることが

できます。

お問い合わせ・申込書の請求及び送付先

与論町役場総務企画課
〒891-9301　鹿児島県大島郡与論町茶花 32-1

電話：0997-97-3111
与論町ホームペ－ジ http://www.yoron.jp/



6 月１９日（日）開催
「輝け青春！燃やせ闘志！！今こそ伝
統の花開くとき！」のスローガンの
もと開催された、第 45 回県立与論
高等学校体育祭。当日は晴天に恵ま
れ、生徒たちは照りつける太陽の元、
グラウンドを全力で駆け抜けました。
結果は、昨年に引き続き、競技の部、
応援の部共に茶花校区が優勝。しか
し、どの校区も、全力で取り組んだ
体育祭は、高校生活の中でも一番の
想い出として残ることでしょう。

第 45 回県立与論高等学校体育祭

今こそ伝統の花開くとき！

輝け青春！燃やせ闘志 !!

～島のムヌガッタイ～


